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研究成果の概要： 

 
本研究では、ライプニッツの認識論の、個体論、因果性そして確率論に渡る、多様な合理性

の構造とその現代的意義とを明らかにすることができた。特に因果性に関する考察では、従来
のライプニッツ研究では顧みられることのなかった面を浮き彫りにすることができた。また、
確率や統計の問題に関しても、ライプニッツの合理主義の認識論的側面から、その解釈の見通
しを与えた。 
 
交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００６年度 900,000 0 900,000 

２００７年度 800,000 240,000 1040,000 

２００８年度 900,000 270,000 1170,000 

年度  

  年度  

総 計 26,000,000 510,000 31,100,000 

 

 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：哲学  哲学・倫理学 
キーワード：西洋哲学 
 
１．研究開始当初の背景 
研究開始当初の背景 
研究は、ライプニッツ哲学、特にその認識論の

全体的構造を解明し、それがもちうる現代的意義
とその射程を明らかにすることを目指して始めら
れた。近世初頭のデカルト以来、現代まで続く知
識に関する「基礎づけ主義」の哲学運動が、それ
が内包する原理的難点を露呈し、退潮した後、新
たに様々な構想のもとで知識の理論が展開されて
いる現在、現代の基礎づけ主義の哲学のモデルを
与えたデカルトや経験主義者およびカントとの間
にあり、哲学史上の重要な位置を占めながらも、

主としてその記号学や論理学の構想をあるいは形
而上学を中心に研究され、また理解されてきたラ
イプニッツ哲学の中に、実は彼らに優るとも劣ら
ない豊かな認識論の可能性が含まれている点を示
すという問題関心が背景にある。 
 

 
２．研究の目的 
 
研究代表者が 2003 年に公刊した『ライプ

ニッツの認識論――懐疑主義との対決』で示
した、ライプニッツ哲学の認識論的解釈を徹



底・拡大し、２０世紀のライプニッツ哲学研
究をリードしてきた「論理主義」的ライプニ
ッツ解釈と「力学的」解釈とについて認識論
の観点から検討を加え、現代にふさわしい、
新たなライプニッツ哲学像を打ち出すこと
を目指す。その鍵がライプニッツ哲学の内包
する「合理性」概念の解明と可能性にあると
考え、主に若いライプニッツがパリから帰国
した 1676 年以後の 1686 年の『形而上学叙説』
やアルノー書簡に至る時期のライプニッツ
のテクスト群を中心に幾つかの問題を吟
味・検討する。 
 
 
３．研究の方法 
 
ライプニッツ哲学研究の現状を踏まえて、

以下の三象限からこの問題に接近する道を
考える。第１の象限は、特に現代の英米のラ
イプニッツ研究者たちを中心に論争が繰り
広げられてきた、ライプニッツの物体論の問
題について、物体の経験的認識の合理性をラ
イプニッツの形而上学の中に位置づけるこ
とである。第２の象限は、ライプニッツの確
率論の試みとそれに関連する研究を通して、
蓋然的認識の合理性の位置づけを行うこと
である。第３の象限は、あらゆる知識の論理
的基礎づけを目指す「ライプニッツ・プログ
ラム」の問題である。ライプニッツの知的営
みの同時代的・歴史的背景の解明とその遺稿
研究を前提に、以上の諸論点の考察を通じて、
可能な限り、現代哲学的な観点からライプニ
ッツ哲学の「合理性」の諸相とその連関を解
明し、その諸相を哲学的に位置づけ、可能性
を考察する。 
 
 
４．研究成果 
 
(1)研究の歴史的背景をなすものとして、あ
る意味では、ライプニッツ以上に「論理主義
的」とも言える、スピノザの形而上学とライ
プニッツのそれとの深い関係が解明された。
「普遍学」の構想としての「ライプニッツ・
プログラム」――あらゆる知識の演繹を目指
す「普遍記号学」とあらゆる概念の定義を行
う哲学的百科全書の構想がそこには含まれ
る――を構想し、それを自らの手で作ろうと
する過程で、ライプニッツがスピノザの『エ
チカ』の形而上学の基礎概念の諸定義と対決
している様を子細に検討することは、ライプ
ニッツの認識論の包括する、形而上学、個体
論、因果性そして確率論などに渡る、多様な
合理性の構造とその現代的意義を明らかに
する上でも大いに有効である点を示した。 
 
(2)一見あまりにも複雑で、またしばしばと

らえどころのないようにも見える、「個体」、
因果関係そして事象の生起それぞれに関わ
る、個体性あるいは個別性の中にある、「合
理性」へのライプニッツの透徹した眼差しと
同時にそれらの認識の解明に関連する、ライ
プニッツ独自の方法に、かれの一連の哲学的
考察を貫く理路を見いだすことができる点
を示した。またそのような考察のもつ現代的
意義も、特に因果性の分析については、マッ
キーやルイスの仕事との比較をとおして示
すことができた。 
 
(3) 因果性の哲学的問題を考察するに当た
り、最も基本的な議論が始まるとされる、ヒ
ュームやカントと比べて、その歴史的前段階
と考えられるライプニッツの因果性の考察
は、取り立てて大きな現代的意味をもたない
と見なされるのが、通常であるが、ライプニ
ッツには因果性に関する優れた哲学的考察
と独自の貢献があった点に照明を当て、その
意外な現代性を示すことができた。 
 
(4)1999 年に公刊された、ライプニッツの
1677 年から 1690 年の哲学関連の遺稿を集め
た、アカデミー版全集Ⅵ4 巻の編集と巻頭の
Schapers による序論が論争の火種となった、
ライプニッツの合理性に関する Schapers と
Dascal の間の論争を紹介し、その係争点を踏
まえ、「ライプニッツ・プログラム」に代表
される「強い合理性」と自然言語の使用を基
盤にした、修辞学や法的論証に代表される、
「柔らかい合理性」とが、ライプニッツに共
存する点をどう理解するべきか、という問題
に取り組み、ライプニッツの合理主義をデカ
ルトの「直観主義的合理主義」とスピノザの
「必然主義的合理主義」に対する「第三の合
理主義」、経験の明証性と論理的整合性の二
つの柱を媒介する合理主義として特徴づけ
ることができた。 
 
(5)ライプニッツの確率論に関して、上記の
「第三の合理主義」から性格づけを行い、偶
然や確率や統計的事象に関するライプニッ
ツの合理主義の認識論的側面を明らかにす
ることができた。特に、確率論を真理発見法
の一部として位置づけ、そこで先行的ないし
傾向的な決定論と確率に関する「主観主義」
立場とを両立させる方途を示した。つまり、
ライプニッツの確率概念が、所与の結果の原
因に関する人間的知識の有限性を踏まえ、そ
こに充足根拠を発見し、そこから結果を確実
なもの、あるいはある確率的に与えられるも
のとして、予測し、対応する実践的課題に応
えることへの期待から構想されている点を
示した。 
 
(6)総じて言えば、ライプニッツは、論理学



と形而上学だけでなく、自然科学や法学、歴
史学などの多様な特性をもった「知識」を獲
得・発展させるために必要な、柔軟で包括的
な「合理性」概念を追究する中で、デカルト
やスピノザが締め出した「知識の不確実性」
――蓋然性（「確率」）の領野――を包含する
「新しい論理学」、つまり「発見法」を構想
した点を確認し、ライプニッツの哲学的営み
を支える、このような合理性概念の特徴と射
程そして可能性に認識論の観点から迫るこ
とができた。 
 
(7)この研究から以下のような今後の課題を
発見することができた。 

1.無限論に関する哲学史的および理論的
な研究をさらにライプニッツの「普遍学」の
一部をなす「定義集」の「フォーマル・オン
トロジー」的側面に向けて発展させることが
今後期待されること。 

2.因果性と確率双方に関連する哲学的考
察が行為の法的ないし倫理的責任帰属の根
拠づけの問題も視野に入れた研究課題とな
るので、その面の考察を発展させるべきであ
ること。特に、反事実的条件法分析により解
明される「依存関係」として因果関係を論理
的に解明しようとし、その複雑な様相に巻き
込まれていった、D・ルイスのアプローチと
ライプニッツの因果性に関する一連の考察
をさらに比較する作業を行うことでその手
がかりを見いだすことができると期待され
る。 

3.以上の成果に立ち、ライプニッツ自身も、
『形而上学叙説』では、気にかけていた、個
体的実体ないしモナド（の絶対的自発性のテ
ーゼ）に関する、日常経験と形而上学の間の
ギャップにも説得的な架橋を行おうとする
ライプニッツの思索を解明することが期待
される。そのことで物体＝身体論にも新しい
光を投げかけることができるだろうと思わ
れる。その際、特に原因の結果に対する「過
剰決定」や「先回り」と「不作為の原因」な
どの問題を社会的責任や法と倫理の問題、つ
まり善の実現であるべき行為――身体は「実
体形相」実現の間接的条件となる――の問題
に関わる形で検討することが重要であるこ
と。 
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